
る

。

一

と

い

う

名

前

で

、

め

ぐ

み

さ

一

だ

。

P
E
C
)
へ
向
か
う
機
上
で
一と
を
す
る
の
か
」
と
批
判
。

日
本
政
府
の
入
手
資
料
一ん
と
同
じ
1
9
6
4年
凶
月
一

経
産
省
は
勉
強
会
で
①
作
一文
書
を
読
ん
で
お
り
、
民
放
一
京
野
公
子
氏
(
同
秋
田
3
区
)

・

・

:

・

‘

・

f

o

，
・
・
:
‘
，

.は
、
北
朝
鮮
の
公
安
機
関
、
一

5
日
生
ま
れ
。
夫
は
「
キ
ム
一
成
時
に
結
論
が
出
て
い
な
か
一
の
番
組
に
映
し
出
さ
れ
て
い

一も
「
最
終
文
書
で
は
な
い
と

政
府

1
年

前

に

情

報

確

認

一塁
安
全
保
衛
部
作
成
と
さ
一

ヨ
ン
ナ
ム
」
と
記
さ
れ
、

一
っ
た
の
で
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
一た

。

一

言

さ

ら

、

経

産

相

が

会

議

「
副
島

E

F

J

1

一

4
1
1イ
E
4

-れる
平
壊
在
住
の
げ
歳
以
上
一め
ぐ
み
さ
ん
の
夫
だ
っ
た
一性
を
文
書
に
し
て
い
た
②
枝
一
慎
重
派
の
多
い
東
北
の
議
一
に
用
い
た
文
書
を
公
開
す
る

同

一

人

物

確

定

に

至

ら

ず

一の
電
子
情
報
。
入
手
後
の
解
一
韓
国
人
投
致
被
害
者
、
金
石
幸
男
経
産
相
の
手
持
ち
資
言
語
に
反
発
し
た
。
民
一べ
き
だ
」
と
迫
っ
た
。

一析
作
業
で
デ
l
タ
に
改
ざ
ん
一英
男
氏
と
ハ
ン
グ
ル
表
記
が
一料
で
米
国
に
は
渡
し
て
い
な
一
主
党
の
斎
藤
恭
紀
氏
(
衆
院
一
首
相
が
日
米
首
脳
会
談
で

北
朝
鮮
当
局
が
2
0
0
5
一日
本
人
と
み
ら
れ
る
住
民
情
一も
排
除
で
き
な
い
と
し
て
い

一は
な
い
と
確
認
し
て
お
り
、
一
一
致
。
め
ぐ
み
さ
ん
の
娘
一
い
l
と
釈
明
。
経
産
相
は
米
一
宮
城
2
区
)
は
、
文
書
作
成
一例
外
な
き
貿
易
自
由
化
に
言

E
-
年
に
作
成
し
た
と
さ
れ
る
住
一報
は
こ
の
女
性
の
ほ
か
、
部
一る
。

情
報
の
信
ぴ
ょ
う
性
は
高
い

一キ
ム
・
ウ
ン
ギ
ョ
ン
(
へ
ギ
一
ハ
ワ
イ
で
聞
か
れ
た
ア
ジ
ア
一
が
首
相
の
決
断
前
だ
っ
た
こ

一及
し
た
と
米
国
が
発
表
し

屋
一
民
情
報
資
料
を
日
本
政
府
が
一入
金
旬
、
多
く
は
戦
後
の

一

住
民
資
料
は
先
に
韓
国
誌
一
と
判
断
し
て
い
る
。
政
府
関
一
ョ
ン
)
さ
ん
と
同
じ
前
年
一太
平
洋
経
済
協
力
会
議

(
A
一
と
か
ら
「
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
一
て
い
る
こ
と
に
も
矛
先
が

・

一
約
1
年
前
に
入
手
し
、
粒
致
一在
日
朝
鮮
人
の
帰
還
事
業
で
一
「
週
刊
朝
鮮
」
が
入
手
し
た
一係

者

は

入

手

方

法

や

合

計

で

一

生

ま

れ

で

同

姓

同

名

の

女

性

一

向

け

り

れ

、

「

こ

れ

か

ら

タ

函

被

害
者
の
横
固
め
ぐ
み
さ
ん
一渡
ぞ
た
日
本
人
妻
と
含
一も
の
と
同
ア
と
み
ら
れ
、
政
何
人
分
あ
る
か
は
明
ら
か
に

一も
同
じ
住
所
で
登
録
さ
れ
て

一

層
品
あ
一
フ
な
交
渉
が
あ
る
の
に
入

l
一
と
生
年
月
日
や
家
族
の
名
前
一れ
る
が
、
政
府
関
係
者
は
二
府
は
外
交
ル
l
ト
を
通
じ
て

一し
て
い
な
い
。

一い
た
。

一

、

の

が

一り
口
で
大
き
く
つ
ま
ず
い
て

子

一
が
一
致
す
る
女
性
が
い
る
と
一部
は
せ
致
被
書
記
自
刀
可
抱
全
一デ
1
タ
乃
楚
其
を
求
め
て
パ

一

女
生
ま
「
川
ン
・
ソ
ン
エ
一

一

一

向

〉
意

一い
る
」
(
石
山
敬
貴
衆
院
議

臨

一
確
認
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
一

l

i
l
-
-
I
r
-
-
1
1
1
1
1十
1
11
1
1
1L
i
l
l
i
-
-

一

何

代
用

一員
、
宮
城
4
区
)
と
い
う
声

竺

っ
た
。
捜
査
当
局
な
ど
が
め
一

日

-

|

-

-

v

i

l

-

-

i

-

v

:

一

v

五

一色
た
。
経
産
省
の
文
書
に

日

一
ぐ
み
さ
ん
生
存
に
つ
な
が
る
一

吋

言

雪

量

司

自

=

「

h
q巨
H
E
-
-ヨ

一

へ

と

一は
こ
の
点
も
書
き
込
ま
れ
て

日

一
情
報
な
の
か
分
析
し
て
い
る
一

一

sa--tEFZ
こ
一
実
ヲ

-E量
量

一

二

三

一し
た

号

、
同
一
人
物
と
確
定
す
る
一

捗

言

ホ

ヨ

R
盲
C.
お
陸
」

3ヨ
一

匡

一

2
2一
色
康
江
氏
(
護
山
形

F
K

一
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い一

打
X

圃

・

4

1
・

咽

・

4E
I
l
l
i
-
-

司
圃
圃

一

の
し
渉
も
一
選
挙
区
)
は
勉
強
会
後
に

守

一
う
。
議
長
再
調
査
一

円

z
e
-
t
j
一

九

万
三
呈
記
者
会
見
し
「
文
書
の
記

け

一
を
求
め
る
根
拠
と
し
て
日
朝
一

押

経

産

省

作

成

慎

重

派

議

員

カ

批

事

一

議

似

一述
と
号
、
首
相
が
首
脳

障

一
協
議
再
開
を
働
き
掛
け
喜
一

4

-

一

i

J

一

省
分
と
一会
談
で
抑
制
し
た
表
現
を

m
一

え

だ

。

一

環
太
平
洋
連
携
協
定

(T
一明
す
る
直
前
、
経
済
産
業
一加
を
決
断
し
た
」
と
す
る
一会
館
で
開
か
れ
た
が
件
渉
拳
加
一

産
・
」
一し
た
の
な
ら
、
米
国
に
訂
正

位

複
数
の
政
府
、
与
党
関
係
一

p
p
)
を
め
ぐ
り
、
野
田
佳
一省
が
「
国
民
的
な
議
論
の
末
、
文
書
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
一に
慎
重
な

超

党

派

国

会

議

員

を

さ

年

者
が
げ
目
、
明
り
か
に
し
た
。
一
彦
首
相
が
参
加
方
針
を
表
一
野
田
政
権
と
し
て
交
渉
参一
が

判

明

、

げ

目

、

衆

院

識

員

一

の

勉

強

会

で

批

判

が

相

次

い

し

た

。

3
 

(2) 

平
壌
に
め
ぐ
み
さ
ん
と
個
人
情
報

一
致
の
女
性
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